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衆
議
選
を
め
ぐ
る
情
勢
と
当
面
の
取

り
組
み
を
課
題
と
し
た
全
国
幹
事
長
会

議
が
十
月
四
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

解
散
総
選
挙
の
見
通
し
は
、
臨
時
国

会
で
補
正
予
算
が
成
立
し
、
来
年
度
の

予
算
編
成
が
本
格
化
す
れ
ば
、
秋
の
解

散
は
先
送
り
さ
れ
る
の
で
は
。

　

し
か
し
、
統
一
教
会
の
解
散
命
令
や

経
済
政
策
で
支
持
率
の
回
復
、
ま
た
十

月
二
十
二
日
の
衆
参
補
選
で
与
党
が
全

勝
（
二
勝
）
す
れ
ば
解
散
の
可
能
性
は

高
ま
る
と
言
わ
れ
、
全
国
連
合
か
ら
一

日
も
早
く
選
挙
態
勢
を
整
え
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。

　

党
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
周
知
し
ま

す
。

⑴
沖
縄
二
区
・
新
垣
邦
男
議
員
の
再
選

　

と
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
一
議
席
の
必

　

達
。

⑵
都
市
部
や
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
三
議
席

　

合
計
五
議
席
の
当
選
を
め
ざ
す
。

⑶
す
べ
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
選
挙
区
、
又

　

は
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
単
独
候
補
を
擁
立

　

し
、
二
％
を
獲
得
す
る
。

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
期
待
が
極
め
て
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市
議
と
な
っ
て
早
い

も
の
で
三
年
目
を
迎
え

る
中
、
九
月
定
例
会
は

九
月
一
日
に
開
会
さ
れ
、

九
月
二
十
九
日
に
閉
会
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
そ

れ
ぞ
れ
二
億
七
八
八
六
万
五
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
二
九
四
億
二
七
一
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　　

。

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
大
分
県
連

合
も
こ
の
こ
と
は
十
分
に
自
覚
を
し
て

い
ま
す
。
す
で
に
県
連
合
は
、
比
例
区

総
合
選
対
を
結
成
し
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
具
体
的
行
動
を
提

起
し
、
活
動
を
要
請
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
絶
大
な
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

議 

会 

報 

告
豊
後
大
野
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
原
田　
健
蔵

　

主
要
案
件
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

予
防
接
種
事
業
五
四
八
六
万
円
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
支
援
事
業
六
二
五
万
円

国
の
農
業
政
策
の
大
幅
転
換
と
い
え
る

「
米
の
生
産
調
整
に
関
わ
る
」
畑
地
化

促
進
事
業
補
助
金
二
五
〇
〇
万
円
。
加

え
て
本
定
例
会
で
は
、
令
和
四
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
審
査
も
実

施
。
歳
入
二
九
〇
億
三
四
〇
〇
万
円
、

支
出
二
七
〇
億
六
七
〇
〇
万
で
実
質
収

支
額
は
、
一
六
億
八
一
六
五
万
円
。
単

年
度
収
支
は
、
二
億
八
七
五
二
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
気
に
な
る
点
は
、
歳
出
予
算
額

に
対
す
る
執
行
率
は
八
八
、
九
％
で
不

要
額
は
、
こ
こ
四
年
間
増
額
傾
向
に
あ

り
（
本
年
度
二
二
億
円
と
過
去
最
高
）

こ
れ
ま
で
以
上
に
予
算
の
進
捗
状
況
、

適
切
な
予
算
管
理
の
チ
ェ
ッ
ク
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原田健蔵市議会議員

総
選
挙
へ
臨
戦
態
勢
を
！

を
市
に
働
き
か
け
た
ら
ど
う
か
」
と
の

発
言
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
賛
同
す
る

声
が
多
数
あ
が
っ
た
。
そ
の
後
、
運
動

方
針
を
満
場
一
致
で
承
認
し
、
最
後
に

二
村
代
表
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
ま
し
た
。

 

第
二
十
八
回

大
分
支
部
連
合
定
期
大
会
開
催

　　
党
大
分
支
部
連
合（
二
村
誠
一
代
表
）

は
九
月
八
日
、
大
分
市
内
で
代
議
員
十

六
名
が
参
加
し
、
第
二
十
八
回
定
期
大

会
を
開
催
し
た
。

　

二
村
代
表
は
、あ
い
さ
つ
の
中
で「
県

議
選
の
取
り
組
み
の

お
礼
と
、
来
る
べ
き

衆
議
院
議
員
選
挙
に

向
け
て
全
党
員
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
ろ
う
」

と
訴
え
た
。

　

高
野
幹
事
長
か
ら
、
組
織
の
強
化
と

党
勢
拡
大
、
街
宣
活

動
の
強
化
、
平
和•

人
権
を
守
る
取
り
組

み
、
第
五
十
回
衆
議

院
議
員
選
挙
闘
争
方

針
、
陸
上
自
衛
隊
大
分
分
屯
地
に
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
を
保
管
す
る
弾
薬
庫
の
新

設
に
反
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
の
運
動

方
針
が
提
起
さ
れ
た
。

　

代
議
員
か
ら
は
、「
党
の
見
え
る
化

の
取
り
組
み
と
し
て
。
大
分
市
内
に
国

民
年
金
で
暮
ら
せ
る
公
営
住
宅
の
建
設

　

新垣邦男衆議院議員

　
裏
面
に
掲
載
し
て
い
る
「
大
分
敷
戸
弾

薬
庫
ミ
サ
イ
ル
問
題
を
考
え
る
市
民
の
会

の
歌
」
は
池
田
年
宏
教
員
が
作
詞
・
作
曲

さ
れ
歌
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
素
晴
ら
し
い
歌

で
す
。
皆
さ
ん
と
広
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

C
D
ご
希
望
の
方
は
支
部
連
合

ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。



→

党員・党友 登場！

　８月 11日「大分敷戸弾薬庫ミサイル問題を考え
る会」が発足しました。大分市の敷戸団地、大分大
学に隣接する敷戸弾薬庫に長距離ミサイルが保管さ
れようとしています。
　さらに、湯布院駐屯地には地対艦ミサイル部隊が
配備されようとしています。もし、政府の言う台湾
有事が起こった際には標的にされるのは明らかで
す。そこに暮らす住民のみならず周辺地域にも危害
を及ぼします。避難計画さえもはっきりしていませ
ん。アメリカの言うがままに軍拡増税をはかる自衛
隊強靭化計画の一貫です。外交努力をすることなく
台湾有事に備える日本。果てしない軍拡競争にのめ
り込んでいくことを、今こそ食い止めていかなけれ
ばなりません。
　私たちは、いつまで重税に苦しめられなければな
らないのでしょうか？軍拡増税よりも社会保障に税
金を使う、そう言った
政治を諦めてはいけま
せん。
     敷戸弾薬庫に
 ミサイルはいらない！　

。

↓

→

。

。

、
ミサイルはいらな

い！

戦争不安の時代に考える非戦の安全保障！

　
四
十
三
兆
円
と
し
た
。

政
府
の
い
う
反
撃
能
力
は
、
先
に
敵
基

地
を
攻
撃
す
る
と
言
う
い
わ
ゆ
る
先
制

攻
撃
と
な
る
。
他
国
に
恐
怖
を
与
え
る

の
で
は
な
く
、
専
守
防
衛
に
徹
し
て
平

和
外
交
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

軍
事
力
を
強
化
し
て
も
決
し
て
平
和
に

は
つ
な
が
ら
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

NO！
  おおいたミサイル！

　日田市の中山間地で約 30a（3反）の水田を耕作し
ています。20年ぐらい前から自然農法（無農薬・有
機肥料）で米を作っています。
　肥料は近くの牧場が作っている牛糞の堆肥を反当た
り２tほど入れてますが、問題は雑草対策でした。エ
ンジン付きの除草機を入れても完全に取ることは出来
ず、「米を作っているのかヒエを作っているのか分か
らない」圃場でした。
　しかし２～3年ぐらい前、田んぼにジャンボタニシ
が入ってきて、これをうまく使って除草をすることで
今年は人の手を入れることなく、雑草のない田んぼが
広がっています。
　家の前にある一部の田んぼは、掛け干しをしていま
す。私の田舎でも、今では掛け干しをしている田んぼ
の風景はほとんど見ることがありません。体力がある
限り、あと数年はこんな風景を残していきたいと思っ
ています。

秋 が 来 た ～ ！

日田支部　本松　恒夫

[ 柳沢協二・元内閣官房副長官補 ]
　
十
月
一
日
「
大
分
敷
戸
ミ
サ
イ
ル
弾

薬
庫
問
題
を
考
え
る
市
民
の
会
』
が
、

柳
沢
協
二
氏
（
元
内
閣
官
房
副
長
官
）

を
ア
イ
ネ
ス
の
会
場

に
招
い
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
敷
戸
弾
薬
庫
に

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
大
型
保
管
庫
二
棟
の

建
設
、
日
出
生
台
米
海
兵
隊
合
同
訓
練

が
初
め
て
年
二
回
実
施
、
陸
上
自
衛
隊

湯
布
院
駐
屯
地
に
ミ
サ
イ
ル
連
帯
配
備

と
、
も
は
や
県
内
は
戦
前
状
態
と
い
え

る
。
　
柳
沢
講
師
も
沖
縄•

大
分
が
、
有
事

の
際
に
は
最
初
に
狙
わ
れ
る
。弾
薬
庫
・

ミ
サ
イ
ル
基
地
が
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る

の
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　
岸
田
自
公
政
権
は
、
中
国
・
北
朝
鮮

の
軍
事
行
動
を
必
要
以
上
に
恐
怖
と
国

民
を
あ
お
り
、
防
衛
費
を
五
年
後
に
は

　

大
分
敷
戸
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
問
題
を

　
　
考
え
る
市
民
の
会
の
歌

作
詞
・
作
曲　
池
田　
年
宏

い
の
ち
守
ろ
う　
平
和
求
め
よ
う

　
ミ
サ
イ
ル
は 

い
り
ま
せ
ん

敷
戸
弾
薬
庫　
何
に
使
う
の
戦
争
の
た
め
で
し
ょ
う

　
運
び
出
さ
れ
る
ミ
サ
イ
ル
は

海
の
向
こ
う
の
命
を
奪
う

　
こ
の
街
も
狙
わ
れ
た
な
ら

　
　
逃
げ
る
と
こ
ろ
な
ど
な
い
で
し
ょ
う

い
の
ち
を
守
る
の
は
ミ
サ
イ
ル
や
銃
で
は
な
く

　
人
間
同
士
の
信
頼
の
力　

平
和
の
た
め
の
戦
争
な
ど
あ
る
も
の
か

　
武
器
を
置
か
な
き
ゃ
握
手
も
で
き
ま
い
に

子
ど
も
守
ろ
う　
平
和
求
め
よ
う

　
ミ
サ
イ
ル
は 

い
り
ま
せ
ん

相
手
の
国
を
先
に
攻
め
て
戦
を
す
る
と

　
国
は
言
っ
て
い
る　
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う

戦
争
を 

戦
争
反
対　
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う

　
平
和
を
求
め
る　
こ
の
願
い
を

　
　
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
し
ょ
う

暮
ら
し
取
り
戻
そ
う　
平
和
求
め
よ
う

　
ミ
サ
イ
ル
は 

い
り
ま
せ
ん

自
衛
官
を
守
る
の
は
武
力
な
ん
か
じ
ゃ
な
く

　
戦
争
を
し
な
い
こ
と
若
者
の
未
来
を
照
ら
す
の
は

世
界
に
誓
っ
た
憲
法
九
条

　
年
寄
り
が
望
む
の
は
軍
拡
じ
ゃ
な
く

穏
や
か
で　
や
さ
し
い
暮
ら
し

　
い
の
ち
の
た
め
に
平
和
を
守
り
ま
し
ょ
う　

　
　
戦
争
を
止
め
ま
し
ょ
う

平
和
を
こ
こ
か
ら　
平
和
を
世
界
に
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P
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繰
り
返
し

繰
り
返
し
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党員・党友 登場！

　８月 11日「大分敷戸弾薬庫ミサイル問題を考え
る会」が発足しました。大分市の敷戸団地、大分大
学に隣接する敷戸弾薬庫に長距離ミサイルが保管さ
れようとしています。
　さらに、湯布院駐屯地には地対艦ミサイル部隊が
配備されようとしています。もし、政府の言う台湾
有事が起こった際には標的にされるのは明らかで
す。そこに暮らす住民のみならず周辺地域にも危害
を及ぼします。避難計画さえもはっきりしていませ
ん。アメリカの言うがままに軍拡増税をはかる自衛
隊強靭化計画の一貫です。外交努力をすることなく
台湾有事に備える日本。果てしない軍拡競争にのめ
り込んでいくことを、今こそ食い止めていかなけれ
ばなりません。
　私たちは、いつまで重税に苦しめられなければな
らないのでしょうか？軍拡増税よりも社会保障に税
金を使う、そう言った
政治を諦めてはいけま
せん。
     敷戸弾薬庫に
 ミサイルはいらない！　
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↓

→

。

。

、
ミサイルはいらな

い！

戦争不安の時代に考える非戦の安全保障！

　
四
十
三
兆
円
と
し
た
。

政
府
の
い
う
反
撃
能
力
は
、
先
に
敵
基

地
を
攻
撃
す
る
と
言
う
い
わ
ゆ
る
先
制

攻
撃
と
な
る
。
他
国
に
恐
怖
を
与
え
る

の
で
は
な
く
、
専
守
防
衛
に
徹
し
て
平

和
外
交
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

軍
事
力
を
強
化
し
て
も
決
し
て
平
和
に

は
つ
な
が
ら
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

NO！
  おおいたミサイル！

　日田市の中山間地で約 30a（3反）の水田を耕作し
ています。20年ぐらい前から自然農法（無農薬・有
機肥料）で米を作っています。
　肥料は近くの牧場が作っている牛糞の堆肥を反当た
り２tほど入れてますが、問題は雑草対策でした。エ
ンジン付きの除草機を入れても完全に取ることは出来
ず、「米を作っているのかヒエを作っているのか分か
らない」圃場でした。
　しかし２～3年ぐらい前、田んぼにジャンボタニシ
が入ってきて、これをうまく使って除草をすることで
今年は人の手を入れることなく、雑草のない田んぼが
広がっています。
　家の前にある一部の田んぼは、掛け干しをしていま
す。私の田舎でも、今では掛け干しをしている田んぼ
の風景はほとんど見ることがありません。体力がある
限り、あと数年はこんな風景を残していきたいと思っ
ています。

秋 が 来 た ～ ！

日田支部　本松　恒夫

[ 柳沢協二・元内閣官房副長官補 ]
　
十
月
一
日
「
大
分
敷
戸
ミ
サ
イ
ル
弾

薬
庫
問
題
を
考
え
る
市
民
の
会
』
が
、

柳
沢
協
二
氏
（
元
内
閣
官
房
副
長
官
）

を
ア
イ
ネ
ス
の
会
場

に
招
い
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
敷
戸
弾
薬
庫
に

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
大
型
保
管
庫
二
棟
の

建
設
、
日
出
生
台
米
海
兵
隊
合
同
訓
練

が
初
め
て
年
二
回
実
施
、
陸
上
自
衛
隊

湯
布
院
駐
屯
地
に
ミ
サ
イ
ル
連
帯
配
備

と
、
も
は
や
県
内
は
戦
前
状
態
と
い
え

る
。
　
柳
沢
講
師
も
沖
縄•

大
分
が
、
有
事

の
際
に
は
最
初
に
狙
わ
れ
る
。弾
薬
庫
・

ミ
サ
イ
ル
基
地
が
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る

の
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　
岸
田
自
公
政
権
は
、
中
国
・
北
朝
鮮

の
軍
事
行
動
を
必
要
以
上
に
恐
怖
と
国

民
を
あ
お
り
、
防
衛
費
を
五
年
後
に
は

　

大
分
敷
戸
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
問
題
を

　
　
考
え
る
市
民
の
会
の
歌

作
詞
・
作
曲　
池
田　
年
宏

い
の
ち
守
ろ
う　
平
和
求
め
よ
う

　
ミ
サ
イ
ル
は 

い
り
ま
せ
ん

敷
戸
弾
薬
庫　
何
に
使
う
の
戦
争
の
た
め
で
し
ょ
う

　
運
び
出
さ
れ
る
ミ
サ
イ
ル
は

海
の
向
こ
う
の
命
を
奪
う

　
こ
の
街
も
狙
わ
れ
た
な
ら

　
　
逃
げ
る
と
こ
ろ
な
ど
な
い
で
し
ょ
う

い
の
ち
を
守
る
の
は
ミ
サ
イ
ル
や
銃
で
は
な
く

　
人
間
同
士
の
信
頼
の
力　

平
和
の
た
め
の
戦
争
な
ど
あ
る
も
の
か

　
武
器
を
置
か
な
き
ゃ
握
手
も
で
き
ま
い
に

子
ど
も
守
ろ
う　
平
和
求
め
よ
う

　
ミ
サ
イ
ル
は 

い
り
ま
せ
ん

相
手
の
国
を
先
に
攻
め
て
戦
を
す
る
と

　
国
は
言
っ
て
い
る　
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う

戦
争
を 

戦
争
反
対　
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う

　
平
和
を
求
め
る　
こ
の
願
い
を

　
　
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
し
ょ
う

暮
ら
し
取
り
戻
そ
う　
平
和
求
め
よ
う

　
ミ
サ
イ
ル
は 

い
り
ま
せ
ん

自
衛
官
を
守
る
の
は
武
力
な
ん
か
じ
ゃ
な
く

　
戦
争
を
し
な
い
こ
と
若
者
の
未
来
を
照
ら
す
の
は

世
界
に
誓
っ
た
憲
法
九
条

　
年
寄
り
が
望
む
の
は
軍
拡
じ
ゃ
な
く

穏
や
か
で　
や
さ
し
い
暮
ら
し

　
い
の
ち
の
た
め
に
平
和
を
守
り
ま
し
ょ
う　

　
　
戦
争
を
止
め
ま
し
ょ
う

平
和
を
こ
こ
か
ら　
平
和
を
世
界
に
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× ♪平和が１番～

繰
り
返
し

繰
り
返
し


